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１．研究計画の概要 
開発した人工培養法を利用することによ

り，海産白点虫病に関する基礎研究から防除
のための応用研究までの広い範囲の研究を
大幅に進展させようとするものである。具体
的には，(1)人工培養法では本虫が細胞を摂
食し成長する様子を直接観察できるという
利点を利用して，宿主と本虫の宿主―寄生体
関係の解明のための研究を，特に宿主細胞の
アポトーシス(細胞の自殺)と本虫の摂餌機
構に注目して行う。（２）また,薬剤開発の一
環として，人工培養法を用いた薬剤のスクリ
ーニング法の開発を行うとともに、実際に薬
剤の有効性のスクリーニングを行う。（３）
さらに、ワクチン開発に資することを目的に，
人工培養法を用いて増やした虫体による魚
類の免疫法の検討を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）宿主と本虫の宿主―寄生体関係につい
ては、人工培養系内での宿主細胞が断片化す
るとともに断片化した核を有すること、DNA
の電気泳動像は約180bpのはしご状構造にな
ること、アポトーシス検出のための TUNNEL
法に陽性をしめすことを見出し、、本虫が宿
主細胞のアポトーシスを誘導し、その結果形
成されたアポトーシス小体を餌として取り
込んでいることを証明された。また、あわせ
て共焦点レーザー顕微鏡により虫体内での
宿主細胞の消長ならびに虫体の核の発達の
観察できることが明らかとなった。（２）人
工培養用培地中に薬剤を添加し、その中にお
ける海産白点虫の生残と成長を観察すると
いう薬剤のスクーリング法を開発した。この
方法を用い、動物の原虫症の治療にもちいら

れる様々な薬剤をスクリーニングした。その
結果、0.1mM 以下の極めて低い濃度で殺虫効
果をもつ薬剤を複数みいだすことができた。
これらの薬剤について、その魚毒性をヒラメ
を用いて検討し、魚毒性は経口治療薬として
使用できる程度に低いことが明らかと成っ
た。（３）ワクチン開発を目的に、in vitro
培養系をもちいた虫体の大量培養法の開発
を試みた。市販の遠心式限外ろ過装置のろ過
膜をナイロンメッシュに取り替えるたもの
を用いることで、効率的かつ虫体へのダメー
ジの低い感染幼虫濃縮法を開発することが
できた。一方、培養系からの虫体の効率的な
取り出し方法を見出すことができず、in 
vitro 培養による虫体の大量培養法の確立に
はいたっていない。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進んでいる。 
宿主―寄生体関係については計画通りの
成果が得られている。薬剤のスクリーニング
法の開発については、所期の目的を果たし、
実際に有効な薬剤の候補を得ることができ
た。加えて、候補となる薬剤のin vivo での
効果の検定にまで研究を進展することがで
き、期待以上に進捗している。免疫法の開発
について、技術的な進展が隘路となり、この
点については進捗が遅れている。これらを総
合的に判断し、おおむね順調に進んでいると
評価する。 
 
４．今後の研究の推進方策 
残された研究機関が 1年であることを鑑みて、
薬剤の in vivoでの薬剤の有効性の検討を中
心に研究を進める。大量培養法の開発につい
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ても、さらに取り組むが、免疫法の開発につ
いては、大量培養法を確立することができた
のちに行うこととする。 
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